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2021 年 8 月 19 日 

報道関係各位 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

 

AI のためのデータ準備サービスを提供開始 

IT 分野での障がい者の職域拡大も目指す 

 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（代表取締役社長：柘植 一郎、本社：東京都港区、略称：CTC）

は、障がい者雇用を推進する特例子会社 CTC ひなり株式会社（代表取締役社長：渡邊 香織、本社：

東京都港区、略称：ひなり）と共同で、AI データ分析の事前準備を専門に行うデータ準備（Data 

Preparation、以下：DP）サービスを本日から提供します。CTC が金融業を中心としたお客様から受注し

た AI やデータ分析等の案件において、ひなりが、データの表記揺れや誤記等を整える DP 作業を実施

します。AI の推進でハードルとなる DP を専門的に請け負うことでお客様の AI 活用に貢献し、また、AI

を含めた IT 分野での障がい者の新たな職域の開拓を図っていきます。 

 

AI を効果的に活用するためには、事前にデータを分析可能な状態に整えておく DP の作業が欠かせ

ません。データの整形や加工、あるいは欠損や誤りの修正といった DP 作業は、AI 導入の作業全体のう

ち 8 割を占めるとされています。また、データは日々追加・更新されるため、DP 作業は継続して行う必要

がありますが、エンジニアの確保などの課題も発生しています。 

 

本 DP サービスは、エンジニアに代わって専門的に DP 作業を請け負うものです。AI で良く使用され

るプログラミング言語の Python（パイソン）等を使用して大量のデータを整形します。例えば、「お客様と

顧客」「取締役と役員」などの用語の名寄せや、全角と半角を含めた表記ルールを適用したり、重複した

用語の削除や異常値の除去といった作業を実施します。整形したデータをもとに分析することで、AI を

通した、より精度の高い予測や判断が可能になります。 

 

ひなりは、障がいのある社員を支援する社員（サポートマネージャー）と、主に知的障がいがある社員

がチームを組み、2020 年初頭から Python によるデータ整形に取り組んできました。CTC の金融分野に

おける AI やデータ分析のノウハウに基づく約１年間の試行期間を経て、定型的なデータの整形に関し

てはエンジニアと同等の技術水準に達しています。 

 

CTC は、ひなりと共同で DP サービスを提供するとともに、同サービスを利用した AI ビジネスを推進し

ていきます。また、障がい者による DP 作業が普及することで、IT 分野での障がい者の職域拡大にもつ

ながります。プログラミング業務はテレワークとの親和性も高く、出社が困難な人材の更なる在宅就労に

も期待ができます。 

 

※ 掲載されている情報は、発表日現在の情報です。最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。 
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＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 広報部 

E-mail： press@ctc-g.co.jp 
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